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岐阜県土岐・瑞浪地域南部のウラン鉱床に対する物理検層
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Abstract

　　Natural　gamma　and　electrical　lo99ings　were　carrie（i　out　in　the　shallow　drill　holes

in　the　southem　Toki－Mizunami　district．In　the　drill　hole　named　Kamihida－2，an

anomalous　radioactivity　was　detected　at　basal　conglomerate　and　arkose　sandstone　in　the

Neogene　Tertiary　sediments　overlying　granite，and　the　estimated　grade　was　O．01to

O．02％equivalent　uranium　as　an　average　in　the　layer　of70cm　thick。In　other　holes，

slight　increase　of　radioactivity　was　commonly　noticed　at　basa正conglomerate　and　arkose

sandstone　which　usually　present　high　resistivity．

　　According　to　the　results　of　the　loggings　and　the　data　of　nearby　holes　in　which

uraniferous　beds　were　already　observed，the　distribution　of　deposit　suggests　that　the

uranium　concentration　may　be　formed　by　the　ground　water　circulation　in　the　Neogene

Tertiary　sediment，which　is　the　most　common　in　Japan．

要　　旨

　岐阜県土岐市・瑞浪市南部地域において実施されたウ

ラン探査のための試錐孔に対する放射能および電気検層

を行なつた。試錐孔は土岐市上肥田に2本，瑞浪市山田

に2本，同市市原に2本，合計6本である。深度はいず

れも30m以内である。

　著しい放射能異常を認めたのは上肥田2号孔で，放射

能・電気検層曲線および地質柱状図から考察すると，こ

の異常は礫岩・アルコーズ砂岩層に伴うもので，最大推

定品位は0．01～0．02％eUで層厚約70cmである。

　瑞浪市市原の試錐孔では著しい異常は認められないが，

基盤花闘岩から約10m上までの礫岩・アルコーズ砂岩な

どが高強度を示した。この結果と前年度行なわれた露頭付

近で行なつた試錐・検層の結果とをあわせて考察すると，

市原地区のウラン鉱床は基底礫岩・アルコーズ砂岩層に

伴つていることが認められる。

1．緒　　言

　岐阜県東濃地域に分布するウラソ鉱床は，昭和37年12

月に土岐市北部の新第三紀層中に発見されたことが端緒

となり，その後土岐市・瑞浪市およびその周辺地域にお

いて，地質精査・物理探査・試錐など総合的な調査研究

が行なわれている。

　試錐孔に対する物理検層は，昭和38，39年度に佐野ほ

か4名によつて実施されている。筆者らは40年度実施し

た土岐市上肥田・瑞浪市山田および同市市原の試錐孔に

対して，放射能および電気検層を行なつたので報告する。・

　現地の測定作業は昭和40年10月10日から10日間で行な

つた。

　なお，昭和39年12月に土岐市北部の地震探査用発破孔

の電気検層を行なつたのでその結果も報告する。

　調査研究の実施にあたつて，土岐市役所当局から便宜

を受けたので，ここに厚く謝意を表する。

崇物理探査部
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2．地質お，長び鉱床の概要

岐阜県土岐・瑞浪地域の地質については，松沢

らによる美濃炭田土岐地区地質図および説明書に

報告されている。これによれば，この地域を構成

する地質は，古生層およびこれに貫入した花南岩

類が基盤岩類で，これを不整合に覆／）て新第三

紀・第四紀層が分布している。

古生層は本地域では概して少なく，花闘岩類が，

基盤岩の大部分を占めている。花南岩類は主とし

て黒雲母花醐岩で，一般に中粒ないし粗粒で，地

区によつて斑状・半花闘岩の部分も認められる。

避入時期は白垂紀末と考えられている。新第三系

は中新統を中村層群と瑞浪層群とに分け，鮮新統

は瀬戸層群と呼ばれている。中村層群は土岐・瑞

浪地域では土岐來炭累層で，基盤岩類を不整合に
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覆つている。本累層は数枚の亜炭層を挾み，各所で稼行

されたことがある。瑞浪層群は土岐來炭累層を不整合に

覆い，下部から本郷累層・明世累層・下肥田累層・生俵

累層に区分されている。

瀬戸層群は土岐口累層・土岐累層に分けられ，前者は

おもに珪砂と粘土層からなり，後者は砂礫から構成され
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　　第1図　　岐阜県東濃地域試錐孔位置図

ている。

ウラン鉱床を胚胎する地層は主として中村層群土岐來

炭累層で，礫岩・アルコーズ砂岩・亜炭・砂岩・炭質頁

岩などに含まれている。また瑞浪層群の地層からも放射

能異常が認められている。ウラン鉱物はウラノシルサイ

ト・オーチュナイトなどが確認されている。

第1表　試錐孔概要
試錐孔名1上肥田・畢肥田2号lk［興号主山田2号1市原・号瞬2号

位 置1土岐市肥田町上肥田沸浪市上山田1瑞浪市市原

試錐年月1 1965．10

雍さく礎（男）1・軌9一孟g「・凱・「2巨17513頭3色5

地盤高（m）1、2・312・・

水　痘（m），L651自噴

199

1．5

岩芯調査1 坂　巻　幸

．塾I　i2・9
L81ゑ7r一ぎぎ
雄

3．試錐孔および検層作業

試錐孔の位置を第1図に示した。また検層作業の概要

を第1表および第2表に示した。

使用した放射能測定器は医理学製ND8S　l－TC102型

で，検出器は2吋×エ／2吋ψのNal（Tl）シンチレーターか

らなるものを用いた。電気検層には地調型電気探鉱器を

用いた。

測定は放射能検層を堀川が，電気検層を本間が担当し

た。また土岐市北部の地震探査用の発破孔の電気検層は，

昭和39年12月に本間が測定したものである。

4．検層結果

4．1　土岐市上肥田1・2号孔

1・2号とも土岐來炭累層を切り，1号孔は深度19．7

m，2号孔は深度15．7mで基盤花南岩についている。1

号子1、の天然ガンマ曲線はとくに高強度を示す地層は認め

られない。孔口での自然計数は約1，000cpmで，2，000

cpmを超えるのは深度3．8～6．7mのシルト岩，18．0～

18．6mの泥岩が2，000～3，000cpmを示している。深度

6．7～11．Omのアルコーズ砂岩・炭質頁岩は低く1，0GG～

1，800cpmである。
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第2表　検　層　概　要

検層

試錐孔名

検層月　日

放

射

能

検

層

測定深度（m）

測定曲線

測定（m／min）

速度

上肥田1号

1965．10．13

　〃　15

い一・a6

上肥田2号

1965．10．15

上山田1号

1965。10．17

上山田2号

1965．10．17

市原1号

1965．10．16

1・一・甑37

市原2号

1965．10．16

電

気

検

層

0～15．69　　0～14。37　　　0～28．9 0～30．37

天然ガ　ンマ線

L5卜L5！L51 31 21 2
時定数（Sec）1

2

測定器 ND8S1－TCS102　シンチレーションカウンター

測定深度（m）la4一・＆41L5一・義gl3一・生51a5－2gta5一・甑916－2乳5

測定曲線 S．P，比抵抗

電極間臨m）1 25・100

測定間隔m）1 50

電極配列 2極

測定器 地調型電探器
（検層図　第2，3，4図　柱状図凡例　第5図）

電気検層比抵抗曲線はPング。ノルマル曲線，シヨー

ト・ノルマル曲線とも地層別による比抵抗値の変化は認

められない。

2号孔の天然ガンマ曲線では著しい異常が認められた。

すなわち，深度9mまでは砂岩・炭質頁岩で1，800～2，200

cpm，アルコーズ砂岩は3，000cpm程度を示しているが，

深度9～11．5mでは礫岩・アルコーズ砂岩・炭質頁岩な

どが最高46，000cpmの異常値を示している。この異常

を示す礫岩・アルコーズ砂岩層は基盤花闘岩より6m上

位である。推定品位は層厚を70cmにすると平均約0．0一

～0．02％eUである。

比抵抗曲線のシヨート・ノルマル曲線では，礫岩・ア

ルコーズ砂岩が高比抵抗で，砂岩・炭質頁岩・一部のアル

コーズ砂岩が低比抵抗で地質柱状図とよく対比できる。

自然電位曲線は1・2号孔とも地層の性質を反映する電

気化学的電位は少なく，流動電位による変化があらわれ

ているものと思われる。

　天然ガンマ曲線・比抵抗曲線の結果から，放射能異常

を示す地層は礫岩・アルコーズ砂岩層で，これらの地層は

比抵抗曲線でも高比抵抗を示すことが明らかになつた。

放射能異常が砂岩。炭質頁岩などの緻密な地層の上に発

達する礫岩・アルコーズ砂岩などの粒状粗髪な地層中に

認められることは，地下水の作用によつて生成された堆

積鉱床と推定される。

　1号孔と2号孔とは約200mの間隔があるが，地質柱

状図によれば1号孔に比較して2号子Lが岩相の変化がは

げしく，比抵抗曲線もこれを反映している。天然ガンマ

曲線では1号孔では異常が認められないので，2号孔の

異常の拡がりについては試錐によつて確認する必要があ

ろう（第2図参照）。

4，2　瑞浪市上山田1・2号孔

　1号孔の天然ガンマ曲線は深度7．5～8．5m，12～14m

で2，000～2，500cpmを示すほかは，1，000cpmの低強度

である。比抵抗曲線では深度7．5～8．5m，11。5～12。5m

の部分が高比抵抗を示している。

　2号孔は天然ガンマ曲線・比抵抗曲線ともに変化は認

められない（第3図参照）。

4．3　瑞浪市土岐町市原1。2号孔

　1・2号孔とも土岐來炭累層を切り，1号孔は深度

25．5m，2号孔は30．5mで基盤花闘岩に到着している。

　1号孔の天然ガンマ曲線は深度15mまでは500～1，700

cpmを示しているが，15m以下では3，000～4，000cpm

で強度の増加が認められる。比抵抗曲線も低放射能強度

の地層が，10Ω一m程度を示すのに対して高強度の地層

は20～8GΩ一mを示している。高放射能強度一高比抵抗

の地層は，基盤花闘岩から約15m上位までの砂岩層であ

る。

　2号孔も深度20m前後までは低放射能強度一低比抵抗，

41一（189）



　5．B
一珂8解ト＋

oκ

5

！o

ノう

20

／号

6δ9

0

365

籔

　！泌
＿＿　超

　’ス9

一妄！・£

†？　　，5

O

　　地質調査所月報（第19巻第3号）

　　　　　　　　　　　　　　　　2暑

燃β棚メ撫俗緬側α，　　　偲　　　　　危5灘〆α
　　　？　q斡5α？L啄CP坑
5！磨・・2♂’ρ」」→β聾＋　　・　20

5

砂斗一

　　計一

’5

　　瀕4述μ筑∠（黛伽擢侃．

　　　　　　　　こ　ド〆8　圭　髪鷲〆・p凹・

～00
畠畠ノ0ρ硯

一　ド

喬250厄

四　　　隔

350

4．

一

．ク0

590

π㌔．
鈍
」
2
0

、、　一

一

82

”、’

　＼、

吼04

、　－　r　「

1杁　0

1ρ0

一　一

旧　，　憎

q　一

遡一

一■　一

一　　一

！

塵～、
、、　隔、　、，　一

一　　　一

←＋
ノ唖、

1◎lsイ、α1班

第2図　土岐市肥田町上肥田1・2号物理検層図

o犀

5

’0

’5

　5、R
一『8凧vトー†

！号

　尺こ5／5亡ルゲリ4

0　　　　　　／00

　　　　　　　　　　　5．R．　　海fμγ4己身4卿艇改、

　　　騨叩r蝋　　　一引8悶ト＋ユハ　　　　　　　　　　　　じ　ド
200　　　，　2　5x”3

、

咋～5皿

一

2．

ユ篇 タ
！0

0

一

一

9ρo

　　　　髄　一　一戸

　　一　　一
’　一

一　一
κ臥

、

一

！A

一　　一 ～・o

’500

　”’

「　噂　一　1

一
一

〆　　〆

4

第3図

0月

s
／
0
’
5
　
2
0

25

一　9

瑞浪市上山田1・2号物理検層図

　　　42一（190）

ど琴

9ρ

尺e5謝ルノリ’・　　擁餌γ奴σα訊瓢α・

　　　　o　αゆDS　αDI蝋
　　　　　　　　燃0　50　ノ・’侃0　　2γノρ3

．臨



岐阜県土岐・瑞浪地域南部のウラン鉱床に対する物理検層（堀川義夫・本間一郎〉

0雌

5

！0

15

　S．R

引8r巨
雌

一 一　　一

皿

／暑

揚

κe5｝∫がFκメ　　　　　　　　！履雄α‘．6傭網

　　　　　　　　αひD5　001　側5恢
　　　　　　　　』　　　1　　　㌧　　c肋、

040δ0鳥夙　24vo3

　　酢1009飢鋤　　　　　，〆α二貯踊

、9　　　　　！

．20

25

＼
・　2030

⊥
1

一

一ブ
　　　　　　←　一一　一？

『　　P

一

　ト　　オドド

　5．R
一→8畔1←＋

0臥

5

’0

ノ5

・　22、’

一　2550

20

25

30

ま、o

46
5ρ0

4

．40

．’0

ヌ90

　イ00

叢

第4図　瑞浪市市原1。2号物理検層図

20m以深は高放射能強度一高比抵抗で1号孔の測定結果

と同じ傾向がみられる（第4図参照）。

　第6図は今回測定した2本の試錐孔の天然ガンマ曲線

と，昭和39年度に実施した試錐孔の地質柱状図と天然

ガンマ曲線注1）を示したものである。

　この図から基盤花闘岩が低くなつている39年度の1・

2号孔では，やや顕著な異常が認められており，4孔と

も基盤花闘岩から約10m上位までの礫岩・アルコーズ砂

岩・粗粒砂岩はいずれも高強度を示している。39年度の

1・2号孔の間には沢があり，ここに最高0．092％U308

を含む含ウラン砂岩層の露頭がある注2）。

　わが国の主要な堆積型のウラン鉱床の大部分は基盤花

闘岩の凹部をうめた礫岩・アルコーズ砂岩層などに胚胎

している地下水型堆積鉱床であるが，瑞浪市市原地区の

放射能異常もこれと同じように地下水の作用によつて生

注1）試錐は当所試錐課が実施し，放射能検層は原子燃料公社が行な

　つた。
注2）　昭和39年燃料部河野迫也・尾上亨によつて発見された。
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成されたものではないかと推定されるが，詳細は今後の

精査にまたなければ不明である（第4図参照）。

　4．4　土岐市北部の地震探査用発破孔

　土岐市大富の地震探査用の発破孔を利用して電気検層

を実施した。この検層は土岐市周辺で行なう電気探査の

ために堆積層（土岐來炭累層）の比抵抗値を求めること

を目的として行なつたものである。測定作業は昭和39年

12月に本間が担当した。

　V号孔：位置は土岐市北部の第一露頭の西方で，地質

柱状図によれば基盤花闘岩までの深度は24．6mあり，主

として礫岩層で8．5～11．2mの間に砂岩層の來みがある。

比抵抗曲線は礫岩層が100～200Ω一m，局部的に400Ω一m

の高比抵抗を示している。砂岩層は低く10Ω一m程度で

ある。この砂岩層は著しい放射能異常が認められてい

る注3）。

　皿号・IX号孔＝土岐市大富にあり両孔とも砂岩層であ

る。比抵抗曲線は両孔とも］0～15Ω一mである。このほ

注3）原子燃料公社による測定。
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第5図　地質柱状図凡例
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第6図　　瑞浪市市原地区試錐孔放射能検層略図
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岐阜県土岐・瑞浪地域南部のウラン鉱床に対する物理検層（堀川義失・本間一郎〉
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第7図　土岐市北部地震探査用発破孔V・孤・K号検層図

第3表　試錐・検層概要

試錐孔名iv号団号陣号
位 置1土岐市大富
試錐年月い96馴 1964．12

層は5～10Ω一m，礫岩層は20Ω一m以上であつた　（第7

図参照）。

上肥田1・2号，市原1・2号および土岐市北部の発

破孔の比抵抗曲線の結果から，土岐爽炭累層の比抵抗値

は礫岩層を除き5～15Ω一mを示すことが知れた。

掘さく深度（m日 30

地盤高（瓜）［23＆・い蹴1・3α・・

5．結　語

孔 径（一）い・4い141・・4

核原料物質探査の目的で実施した土岐・瑞浪地域南部

の試錐孔に対する物理検層の結果は次のようである。土

岐市上肥田2号孔でやや顕著な放射能異常が認められ，

電

気

検

層

測定深度（m）la3一麟生5－3・ia・一瓢電気検髄線および地質柱状図から考察すると・ウラン

測舳線　i　曲比抵抗
測定間隔Qm）1　　5・

電極間隔はn）1　25・…

電極配列　1　　2極
測定器　i　地調型電探器

　　　　　　　（検層図　第7図）

か1号・皿号・W号の発破孔について測定したが，砂岩

灘縦磁論欝灘畿禦鶏撞
　市市原地区の試錐孔ではとくに異常と考えられる強度は

　測定されなかつたが，基盤花南岩より約10m上までに

．2難敷、姦rズ階粗粒砂岩などが高強度

　上肥田2号孔および市原地区の4試錐孔の物理検層の

　結果を地質柱状図と考察すると，上肥田地区および市原

　地区の放射能異常は，その分布状況から地下水の作用に

　よつてウランの濃集が行なわれたものと推定される。
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